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交差点は、気配り・目配り、危険予知
○ 右左折時は、交差点中央で一旦停止、最徐行で進行
○ 左折時は、ハンドルを切る手前で、安全確認の徹底
○ イエローストップ運動の徹底 （黄色信号は、「止まれ」）
○ 助手席の安全窓の視界確保と車内清掃の徹底

見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ “急”のつく動作の厳禁、シフトダウンもゆるやかに
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認 雪山の陰からの飛び出し注意
脇道から乗用車・人が出てくるかもしれません

冬道での追い越し・車線変更は、事故に直結 危険な追い越し 生命の危険
冬道は…見えない、滑る、曲がれない、止まれない

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

交差点 信号が、「青」に変った チョット待て もう一度、安全確認しよう

バックは・・・『カメが歩くスピードの気持ちで 』

車間距離を十分に 追突を未然に防止

道路脇にいた男性が、トラックにはねられ、意識不明の重体
２０１８／２／２４（土） １２：５７

２４日午前６時前、宮城県の国道で道路脇にいた男性がトラックにはねられる事故がありました。男性（３０）は
意識不明の重体です。現場は片側１車線の直線道路で、警察はトラックを運転していた６０代の男性から話を聞き
当時の状況を調べています。

自宅敷地内で…車にはねられ、2歳息子が重体
「よく見えず、気付かなかった」

２０１８／２／２５（日） ７：０５
栃木県で男性が車で帰宅したところ、自宅の敷地内で遊んでいた子どもにぶつかり、２歳の男の子が重体です

。２４日正午すぎ、栃木県で会社員の男性（３４）が乗用車で帰宅し、道路から自宅の敷地内に乗り入れたところ、
庭先で遊んでいた２歳の息子と衝突しました。男の子は病院に運ばれましたが、意識不明の重体です。男性は敷
地内で車を左方向に向けた際、車の左側にいた男の子と衝突したとみられ、警察の調べに対して「よく見えず、
気付かなかった」と話しているということです。事故当時、母親が自宅内にいましたが、男の子は１人で遊んで
いて様子は見えていなかったということです。

横断時に飛び出しか、右から来た車にはねられ、8歳男児が重体
２０１８．２．２３

２２日午後３時３０分ごろ、長野県の県道で、徒歩で道路を横断していた男児（８）に対し、交差進行してきた乗
用車が衝突する事故が起きた。警察はクルマの運転者（６７）を逮捕している。男児は近くの病院へ収容されたが
、頭部強打などで意識不明の重体。

右から横断の女性、はねられ死亡
◇右からの横断歩行者に注意しましょう◇

２０１８／２／２３（金） １２：２１
２２日午後６時ごろ、埼玉県の市道で、４４歳の会社員の男性が運転する乗用車が、右から左へ道路を横断してい

た歩行者をはねました。この事故で、７７歳の女性が病院に搬送されましたが、腹などを強く打っていて死亡が確
認されました。現場は、片側１車線の見通しの良い道路で、付近に横断歩道はありませんでした。運転手の男性
は、家族４人で食事に行く途中で、「気がついたら事故が起きていた」と話しています。

荷受けの時間調整のため停車していたトラックに、追突の１９歳死亡
道路交通法違反容疑も視野に、トラックの男性から事情を聴いている

２０１８／２／２６（月） ７：５５
２５日午前７時３５分ごろ、神奈川県の県道で、停車中のトラックに走行中の乗用車が追突した。車を運転し

ていた少年（１９）が搬送先の病院で死亡。トラック内にいた男性会社員（６３）にけがはなかった。警察によ
ると、現場は片側１車線の直線道路。トラックが荷受けの時間調整のため道路の左端に停車していたところに少
年の車が追突したという。同署は、道路交通法違反容疑も視野に男性から事情を聴いている。


